
平成21年3月期第2四半期連結累計期間連結業績予想数値の修正（平成20年4月1日～平成20年9月30日） 

平成21年3月期通期連結業績予想数値の修正（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 

平成21年3月期第2四半期累計期間個別業績予想数値の修正（平成20年4月1日～平成20年9月30日) 

平成21年3月期通期個別業績予想数値の修正（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 

修正の理由 

１．平成21年3月期第2四半期連結累計期間連結業績予想
 

主に３．の当社個別業績の修正予想に伴い修正するものであります。 

２．平成21年3月期通期連結業績予想 

主に４．の当社個別業績の修正予想に伴い修正するものであります。 
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業績予想の修正に関するお知らせ 

最近の業績動向を踏まえ、平成20年5月16日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。

 

記 

（金額の単位：百万円）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純利

益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 7,630 310 315 170 30.40

今回発表予想(B) 7,336 177 267 142 25.52

増減額(B-A) △294 △133 △48 △28 ―――

増減率(%) △3.9 △42.9 △15.2 △16.5 ―――

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成20年3月期第2四半期）

7,377 327 353 190 34.13

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 15,600 620 630 340 60.79

今回発表予想(B) 14,700 320 325 167 29.86

増減額(B-A) △900 △300 △305 △173 ―――

増減率(%) △5.8 △48.4 △48.4 △50.9 ―――

（ご参考）前期実績 
（平成20年3月期）

14,951 628 463 250 44.74

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純利

益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 6,730 295 300 165 29.50

今回発表予想(B) 6,542 139 246 139 24.90

増減額(B-A) △188 △156 △54 △26 ―――

増減率(%) △2.8 △52.9 △18.0 △15.8 ―――

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成20年3月期第2四半期）

6,501 295 334 183 32.78

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 13,800 598 600 330 59.00

今回発表予想(B) 13,000 300 300 165 29.50

増減額(B-A) △800 △298 △300 △165 ―――

増減率(%) △5.8 △49.8 △50.0 △50.0 ―――

（ご参考）前期実績 
（平成20年3月期）

13,213 582 431 238 42.62
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３．平成21年3月期第2四半期累計期間個別業績予想 

当第２四半期累計期間においては、景気後退の局面をむかえた厳しい経営環境の中、特に企業ユニフォーム・別注ユニフォームの営業

分野が苦戦し、売上高は前回発表予想を下回り6,542百万円（予想比2.8％減）となる見込みです。 

利益面では、売上の未達成と過剰在庫等の評価減が増加したことが主因で、売上総利益が予想と比べ90百万円の減益となりました。そ

れに加え、販売費及び一般管理費において貸倒れの増加に伴う貸倒引当金繰入額49百万円を計上し、営業利益は139百万円（予想比

52.9％減）となる見込みです。また、営業外収益にデリバティブ評価益76百万円を計上し、経常利益及び四半期純利益はそれぞれ246百

万円及び139百万円となる見込みです。 

４．平成21年3月期通期個別業績予想 

米国のサブプライムローン問題に端を発した世界的な金融不安は、世界の株式市場の暴落を引き起こし、特に下半期に入ってからは実

体経済の悪化も顕著になってきました。わが国におきましても、様々な業界で業況判断が急速に悪化しております。 

上記の経営環境の急変を受け、第２四半期連結累計期間における業績の進捗及び当社の属する業界の市場動向が急速に悪化している

ことを勘案し業績予想の見直しを行った結果、売上高につきましては前回予想より5.8％減の13,000百万円となる見込みです。 

営業利益につきましては、原材料価格及び海外生産工賃の値上げ動向が不透明であり、過剰在庫等の処分損の増加により当下半期は

売上総利益率の悪化を見込んでおり、前回予想より49.8％減の300百万円になる見込みです。 

同様に、経常利益につきましては前回予想より50.0％減の300百万円、当期純利益につきましては前回予想より50.0％減の165百万円を

見込んでおります。 

５．配当予想について 

通期の業績予想を上記のとおり修正いたしますが、配当につきましては当初計画どおり期末配当15円を予定しております。  

  
以 上
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